
〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  dream [ドゥりーム]

名 夢

☒  far [ふァー] (⇔ near)

副 遠くに、遠くへ

はるかに、ずっと【比較級を強めて】(= much)

形 遠い

[比較変化] far - farther - farthest ≪距離≫

[比較変化] far - further - furthest ≪時間･程度≫

※ 内容によって比較変化が異なる。

☒  abroad [アブろード]

副 外国に、外国へ、外国で

☒  quiet [クワイエット]

形 静かな (⇔ noisy)、おだやかな

派生語：quietly (静かに) →【単語帳 No. 1094】

☒  dear [ディア]

形 親愛なる…、…様

名 かわいい人、あなた

間 おや、まあ

同音語：deer (鹿)
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have a happy [strange] dream

『楽しい[不思議な]夢を見る』

※ 日本語の｢見る｣の訳につられて

see などを使わないように注意！

dream comes [dreams come] true

『夢が実現する』

※ come true「実現する」

I had a strange dream yesterday.
『私は昨日不思議な夢を見ました。』

My dream is to become [becoming] an English teacher.

= I have a dream of becoming an English teacher.
『私の夢は英語の先生になることです。』

※ 下の英文 … of が前置詞なので、うしろには動名詞 (becoming)を使う。

前置詞のうしろに不定詞 (to become)は使えない。

His dream came true. 『彼の夢は実現しました。』

Is the library far from your school ?
『その図書館はあなたの学校から遠いですか？』

How far is it from here to the station ?
『ここから駅まではどのくらい (遠い)ですか？』

→ It’s about ten kilometers . 『約１０キロです。』

※ kilometer(s) [キラミタァ(ズ)] ｢キロメートル｣

My uncle lives far away.
『私のおじは遠くに住んでいます。』

Your bike is far [much] better than mine.
『あなたの自転車は私の(自転車)よりずっと良い。』

I want to visit a far country.
『私は遠い国を訪れたい。』

far from ~ 『～から遠い、～どころではない』

How far ~ ? 『どのくらい(遠く)～』

far away 『ずっと遠くに』

so far 『今のところ、これまでは』

as [so] far as ~ 『～のかぎりは、～まで』

I want to go abroad. 『私は外国へ行きたい。』

= I want to go to a foreign country.
※ foreign『外国の』形容詞 →【単語帳 No. 515】

She is studying abroad. ※ 前置詞を使わない！

『彼女は外国で勉強[留学]しています。』

He is a student from abroad [a foreign country].

『彼は外国からの留学生です。』

go abroad 『外国へ行く』 ※ to を使わない。

study abroad 『留学する』 ※ in を使わない。

※ abroad は副詞なので、前置詞は必要ない。

a student from abroad 『外国からの留学生』

※ この abroad は前置詞の目的語として

例外的に名詞のように使われている。

Be quiet, please. = Please be quiet.
『静かにしてください。』

The old man lived a quiet life.
『その老人はおだやかな生活をおくりました。』

Dear Mr. Brown, 『ブラウン様』 / Dear Tom, 『親愛なるトムへ』

※ Dear の後ろにフルネームは用いない。 文末にはコンマを使うことにも注意！

Listen, dear. 『聞いて、あなた。』→【単語帳 No. 284 … listen】

Oh, dear ! 『おや、まあ。』→【単語帳 No. 25 … oh】

525

☆ dream には ｢夢を見る｣ の意味の 動詞 の用法もある。

アクセント注意
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  idea [アイディ(ー)ア]

名 考え、アイディア

思想、概念

☒  honest [アネスト] ※ 語頭の h を発音しない。hour [アウア] ｢時間｣ の h と同様。

形 正直な、誠実な、うそをつかない

☒  strong [ストゥろ(ー)ング] (⇔ weak)

形 強い、じょうぶな

(味が)濃い、(酒、薬、香りなどが)強い

[比較変化] strong - stronger - strongest

☒  front [ふらント] ※ [フろント] と読まないように注意！

名 前部、正面 (⇔ back)

形 正面の、前の、おもての (⇔ back)

☒  chance [チぁンス]

名 機会、チャンス、見込み、可能性

偶然、運
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I have an idea. 『私に１つ考えがあります。』

Do you have any idea ? 『あなたは何か考えはありますか？』

※ この場合には複数形の s をつけないのがふつう。any のうしろには

数えられる名詞、数えられない名詞のどちらでも使うことができる。

→【単語帳 No. 109 … any】

My idea is very different from yours (= your idea).

『私の考えはあなたの(考え)とはとても異なります。』

I have no idea. 『わかりません。』

(= I don’t know.)

That’s a good idea.

『それはいい考えですね。』

※ Good idea. とも言う。

Let’s meet in front of the station .
『その駅の正面で会いましょう。』

※ in [at] the front of ~ は ｢～の前の部分に｣ の意味になる。

I sat in [at] the front of the bus .
『私はそのバスの前列に座りました。』

Where is the front door ? 『正面玄関はどこですか？』

the front of a building 『建物の正面』

in front of ~ 『～の正面に、～の前の』

(⇔ at the back of ~ 『～の後ろに』)

the front door 『正面玄関』

発音注意

アクセント注意

an honest boy 『正直な少年』

※ honest の語頭の発音は母音なので ｢１つの～、１人の～｣ は

a ではなく an を使う。the の場合は [ズィ] と発音する。

Be honest.

『正直でいなさい。正直になりなさい。』

I think (that) Ken is honest.

『私はケンは正直だと思います。』

Tom’s soccer team is very strong .
『トムのサッカーチームはとても強い。』

That man looks strong .
『あの男性は強そうに見えます。』

The boy is stronger than Ken .
『その少年はトムよりも強い。』

a strong man 『強い男性、じょうぶな男』

strong coffee 『濃いコーヒー』

Give me another chance. 『もう一度チャンスをください。』

※ another ｢もう１つの｣ →【単語帳 No. 631】

I had a good chance to speak English.

『私は英語を話す良い機会がありました。』

We met Emi in the park by chance.

『私たちは公園で偶然エミに会いました。』

get a chance 『機会[チャンス]を得る』

by chance 『偶然に、たまたま』

(= by accident →【単語帳 No. 761】)

530

発音注意

※ back【単語帳 No. 330】も参照のこと。
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  city [スィティ] ※ 複数形は cities (… y を i にかえて es をつける。country, lady なども同様)

名 市、都市

☒  tomorrow [トゥモろウ]

名 あした、あす

【a をつけず、複数形にもしない】

副 あした(は)、あす(は)

☒  dinner [ディナァ]

名 夕食、ディナー、(１日の主な)食事

【a をつけず、複数形にもしない】

☒  feel [ふィール]

動 (～を)感じる

～をさわる (= touch【No. 887】)

活用 ： felt [ふェルト]

– felt – feeling

３単現形：feels [ふィールズ]

派生語：feeling (感情、感じ、感触)

→【単語帳 No. 1049】
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New York city
(= the city of New York )

『ニューヨーク市』

sister cities 『姉妹都市』

city hall 『市役所、市庁舎』

(= City Hall とも書く)

tomorrow morning 『あしたの朝(に)』

tomorrow afternoon 『あしたの午後(に)』

tomorrow evening 『あしたの夕方[晩](に)』

tomorrow night 『あしたの夜(に)』

the day after tomorrow 『あさって』

※ 以上はすべて in, on などの前置詞が必要ない。

See you tomorrow. 『(また)明日会いましょう。』

It may rain tomorrow.
『明日は雨が降るかもしれません。』

I live in Chiba city. 『私は千葉市に住んでいます。』

Osaka is a big city. 『大阪は大都市です。』

I want to live in a city. 『私は都会に住みたい。』

※ live in a city ｢都会に住む｣ (⇔ live in the country ｢田舎に住む｣ )

Kyoto is one of the oldest cities in Japan.

『京都は日本で最も古い都市のひとつです。』

Tokyo is one of the biggest cities in the world.

『東京は世界でもっとも大きい都市のひとつです。』

→ かんたん英文法【比較級】も参照のこと。

Tomorrow is Saturday. 『あしたは土曜日です。』

Come and [to] see me tomorrow morning.
『明日の朝私に会いに来て。』

Please call me tomorrow night.
『明日の夜私に電話してください。』

Meg will come to Japan the day after tomorrow.
『メグはあさって日本に来るでしょう。』

We had [ate] dinner at seven.

『私たちは７時に夕食を食べました。』

Emi is cooking dinner in the kitchen now.

『エミは今台所で夕食を作っています。』

Dinner is ready. 『夕食の用意ができました。』

→【単語帳 No. 464 … ready】

Do your homework before dinner.

『夕食の前にあなたの宿題をしなさい。』

cook [make] dinner 『夕食を作る』

an early [a late] dinner 『早い[遅い]夕食』

※ 直前に形容詞がつくときには冠詞がつく。

I feel happy [good]. 『私は幸せな[良い]気分です。』

I feel sick. 『私は気分が悪いです[吐き気がします]。』

How do you feel today ? 『今日は具合はどうですか？』

I feel (much) better today. 『今日は (ずっと)気分が良いです。』

※ better は good の比較級形 →【単語帳 No. 488 … better】

※ much は比較級を強める語。very は比較級の前には使えない。

→【単語帳 No. 39 … much】、【No. 38 … very】

I felt a pain in my leg. 『私は(私の)脚に痛みを感じました。』

※ town より人口や規模などが

大きい都市に使う。→【No. 369】

アクセント注意

※ dinner は１日のうちの中心となる食事を指す。

早い時間に dinner を食べた場合は、その後の

食事を supper [サパァ] ｢夕食｣と言う。→【No. 1034】
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〔 英語ブロック【重要ランク順】オリジナル単語帳 〕

☒  dad [ダぁッド] (⇔ mom)

名 お父さん、父ちゃん、パパ
【呼びかけるときなどに使う】

☒  mom [マム] (⇔ dad)

名 お母さん、母ちゃん、ママ
【呼びかけるときなどに使う】

☒  parent [ペ(ア)れント]

名 親 (⇔ child)
【文脈により、父か母のどちらかを指す】

☒  ski [スキー]

動 スキーをする

名 スキーの板

活用 ： skied [スキード]

– skied – skiing

３単現形：skis [スキーズ]

☒  fly [ふライ]

動 飛ぶ、飛行機で行く

比較 fry [ふらイ] ｢油で揚げる｣

名 ハエ

活用 ： flew [ふルー]

– flown [ふロウン] – flying

３単現形：flies [ふライズ]

☒  thing [すィング]

名 物、こと

身の回り品、持ち物

≪things で≫ 事態、状況
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☆ parents [ペ(ア)れンツ]

… 複数形の s がつくと｢両親｣の意味になる。

daddy [ダぁディ] ｢お父ちゃん、パパ｣, mommy [マぁミィ] ｢お母ちゃん、ママ｣

… daddy, mommy は甘えた言い方。ふつう幼児が使う。

比較 →【単語帳 No. 166 … father】、【No. 167 … mother】

Good morning, Dad [Mom]. 『おはよう、パパ[ママ]。』

Dad [Mom], I’m home. 『パパ[ママ]、ただいま。』

※ dad , mom は口語で、子供が父親、母親に呼びかけるときによく使う。

ふつうは固有名詞のように大文字で始め、冠詞をつけない。

Emi lives with her parents.

『エミは(彼女の)両親と住んでいます。』

Where are your parents now ?

『あなたのご両親は今どこにいますか？』

Can you ski well ? 『あなたは上手にスキーができますか？』

I went skiing in Hokkaido. 『私は北海道にスキーに行きました。』

※ 前置詞が to ではないことに注意！ ｢北海道へスキーをする｣のではない。

= I went to Hokkaido to ski . ※ to ski は不定詞の副詞用法。

『私はスキーをするために北海道に行きました。』

a pair of skis 『１組のスキー』

~ing
注意

☆ 名詞 の用法の例文は省略します。

☆ スポーツとしての｢スキー、スキーをすること｣は skiing 名詞 とあらわす。

Most birds can fly. 『ほとんどの鳥は飛ぶことができる。』

This plane is flying over the clouds now.
『この飛行機は今雲の上を飛んでいます。』

Time flies. 『光陰矢のごとし。』【ことわざ】

We will fly to China next week. ※ fly to ~「～へ飛行機で行く」

『私たちは来週中国へ飛行機で行きます。』

☆ 名詞 の用法の例文は省略します。

I have a lot of things to do today. ※ to do は不定詞の形容詞用法。

『私には今日すべきことがたくさんあります。』

Don’t say such a thing. 『そんなことを言わないで。』

A strange thing happened. 『奇妙なことが起こりました。』

Things are getting better. 『状況は より良くなっています。』

※ get well ｢(病気･具合などが)良くなる｣、better は well の比較級。

an important thing『大切なこと』

sweet [スウィート] things
『甘いもの』

school things 『学用品』
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go skiing 『スキーに行く』 ※ ~ing 形に注意！

発音注意
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